
一
．
は
じ
め
に

　

温
州
市
は
浙
江
省
の
東
南
沿
海
部
に

位
置
す
る
小
さ
な
地
方
都
市
だ
が
、
中

国
の
内
外
で
知
名
度
は
極
め
て
高
い
⑴

。

温
州
モ
デ
ル
、温
州
商
人
、温
州
村
（
温

州
出
身
の
商
売
人
が
密
集
す
る
大
都
市

の
中
の
居
住
区
）、温
州
人
に
よ
る
「
炒

煤
団
」
＝
山
西
省
の
石
炭
開
発
に
参
入

す
る
温
州
の
民
間
資
本
、「
炒
房
団
」

＝
全
国
各
大
都
市
の
住
宅
売
買
を
繰
り

広
げ
る
業
者
、「
炒
股
団
」
＝
株
等
の

投
資
に
熱
中
す
る
者
の
よ
う
に
、
中
国

で
は
温
州
や
温
州
人
に
つ
な
が
る
流
行

語
も
多
い
⑵

。

　

筆
者
は
一
九
九
三
年
、二
〇
〇
〇
年
、

二
〇
一
一
年
と
三
回
温
州
を
訪
れ
、
温

州
の
社
会
経
済
の
実
態
と
変
化
に
つ
い

て
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
。
毎
回
の
現

地
調
査
は
数
日
と
短
い
も
の
の
、
行
政

機
関
、
企
業
を
訪
問
し
、
役
人
、
経
営

者
、
従
業
員
か
ら
多
く
の
一
次
情
報
を

入
手
し
た
⑶

。
本
稿
で
は
、
今
回
の
現

地
調
査
で
知
り
得
た
事
情
を
基
に
、「
温

州
モ
デ
ル
」の
い
ま
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
温
州
モ
デ
ル
と
は
一

体
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
に
つ
い

て
述
べ
る
。

二
．
温
州
モ
デ
ル
と
は
何
だ
っ
た
の
か

　

二
一
世
紀
に
入
る
ま
で
の
約
二
〇
年

間
に
、
農
村
工
業
を
主
体
と
す
る
郷
鎮

企
業
は
、
農
村
経
済
の
成
長
を
牽
引
す

る
機
関
車
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
が
、
そ
れ
に
は
集
団
所
有
制
を
特

徴
づ
け
る
蘇
南
（
江
蘇
省
南
部
地
域
）

モ
デ
ル
、
外
資
系
企
業
が
中
核
と
な
る

珠
江
モ
デ
ル
、
お
よ
び
自
営
業
・
私
営

企
業
⑷

が
主
体
と
な
る
温
州
モ
デ
ル
が

あ
る
と
大
別
さ
れ
た
（
参
考
文
献
②
）。

　

珠
江
モ
デ
ル
は
と
も
か
く
、
温
州
モ

デ
ル
は
一
九
九
〇
年
代
前
半
ま
で
の
長

い
間
に
、
蘇
南
モ
デ
ル
と
対
比
さ
れ
な

が
ら
、
そ
の
抱
え
る
問
題
は
よ
く
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
の
批
判
す
る
的
と
な
っ
た
。

密
輸
入
の
横
行
、
偽
物
の
氾
濫
、
地
下

金
融
の
暗
躍
、
市
場
の
無
秩
序
と
政
府

の
無
為
な
ど
。
公
有
制
優
位
と
い
う
時

代
背
景
の
下
、
温
州
モ
デ
ル
に
対
す
る

学
界
の
評
価
も
比
較
的
慎
重
だ
っ
た
。

　

温
州
モ
デ
ル
は
、
郷
鎮
や
村
の
集
団

所
有
制
、
大
規
模
な
工
場
生
産
、
地
方

政
府
と
の
強
い
関
係
で
特
徴
づ
け
ら
れ

る
蘇
南
モ
デ
ル
と
は
確
か
に
対
照
的
な

存
在
で
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
ま
で

の
計
画
経
済
期
に
は
、
台
湾
の
対
岸
に

あ
っ
て
戦
争
に
備
え
る
必
要
性
か
ら
、

温
州
に
対
す
る
中
央
政
府
の
投
資
が
少

な
か
っ
た
。
人
民
公
社
体
制
下
の
「
社

隊
企
業
」
は
温
州
で
は
ほ
と
ん
ど
生
成

せ
ず
、
少
な
い
耕
地
で
飯
も
食
え
な
い

貧
し
い
農
民
は
、
政
府
に
よ
る
懲
罰
の

危
険
を
冒
し
な
が
ら
、
全
国
各
地
を
歩

き
回
り
、
修
理
屋
、
布
団
屋
、
担
ぎ
商

人
な
ど
、
潜
在
的
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
に

供
給
が
十
分
で
な
い
様
々
な
仕
事
に
従

事
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
改
革
開
放

が
始
ま
る
と
海
上
で
の
密
輸
に
手
を
出

し
た
者
も
多
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
温
州
の
人
々
は
商

売
の
才
覚
を
身
に
付
け
、
物
不
足
時
代

の
市
場
ニ
ー
ズ
を
い
ち
早
く
把
握
し
て

い
た
。
改
革
開
放
が
進
む
な
か
、
温
州

人
は
行
商
や
密
輸
で
稼
い
だ
資
金
を
事

業
の
規
模
拡
大
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の

展
開
に
投
入
し
、
ま
た
、
成
功
し
た
人

は
周
り
の
模
範
と
な
り
、
類
似
す
る
業

種
は
同
じ
村
、
郷
鎮
で
急
速
に
形
成
し

拡
大
す
る
。
最
初
は
主
に
日
常
生
活
用

品
を
家
庭
工
場
で
生
産
す
る
の
だ
が
、

何
を
ど
れ
く
ら
い
生
産
し
、
製
品
を
ど

の
値
段
で
誰
に
売
る
か
に
つ
い
て
は
、

も
ち
ろ
ん
す
べ
て
が
個
人
や
経
営
者
自

身
の
判
断
で
決
定
さ
れ
、
地
方
政
府
か

ら
の
指
示
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

　

明
確
な
財
産
権
を
背
景
に
、
激
し
い

市
場
競
争
に
晒
さ
れ
る
家
庭
工
場
と
私

営
企
業
は
、
幾
度
も
の
淘
汰
、
吸
収
合

併
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
、
家
庭
工

場
↓
親
戚
・
知
人
に
よ
る
協
同
経
営
↓

株
式
協
同
経
営
↓
株
式
会
社
↓
企
業
集

団
へ
と
進
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
企
業

形
態
の
変
遷
過
程
は
、
先
進
資
本
主
義

経
済
の
歩
ん
だ
道
が
圧
縮
さ
れ
た
よ
う

な
も
の
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

（
参
考
文
献
①
③
）。

　

一
九
九
〇
年
代
末
に
至
る
と
、国
有
・

温
州
モ
デ
ル
の
い
ま

厳　

善
平
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集
団
企
業
の
所
有
制
改
革
、
つ
ま
り
公

有
制
か
ら
私
有
制
へ
の
改
革
が
強
力
に

進
め
ら
れ
た
の
に
伴
い
、
蘇
南
モ
デ
ル

で
も
郷
鎮
企
業
の
私
有
化
が
進
み
、
株

式
会
社
な
ど
近
代
的
企
業
制
度
が
導
入

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
こ
に
き
て
、

蘇
南
モ
デ
ル
は
お
の
ず
か
ら
消
滅
し
、

進
化
を
遂
げ
続
け
た
温
州
モ
デ
ル
と
同

じ
方
向
に
収
斂
し
た
（
参
考
文
献
④
）。

　

さ
ら
に
い
う
と
、
温
州
モ
デ
ル
も
蘇

南
モ
デ
ル
も
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て

か
ら
も
は
や
存
在
し
な
く
な
り
、
株
式

会
社
に
成
長
し
た
大
企
業
が
あ
る
一
方

で
、
数
多
く
の
中
小
企
業
や
家
庭
工
場

が
大
企
業
の
傘
下
に
参
入
し
た
り
、
互

い
に
依
存
し
あ
う
よ
う
な
産
業
構
造
が

出
来
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。

三
．
私
有
制
経
済
の
進
化
と
壁

　

二
〇
一
〇
年
に
、
温
州
市
は
三
区
八

県
市
か
ら
な
る
市
級
の
行
政
単
位
で
あ

る
。
七
八
七
万
人
の
戸
籍
人
口
を
有
す

る
が
、
実
際
の
常
住
人
口
は
九
一
二
万

人
に
上
る
。
温
州
市
内
三
区
の
常
住
人

口
も
三
〇
〇
万
人
を
超
え
て
い
る
（
二

〇
一
〇
年
人
口
セ
ン
サ
ス
）。
人
口
規

模
か
ら
み
る
と
温
州
市
は
す
で
に
大
都

市
の
部
類
に
入
っ
て
い
る
。

　

一
人
当
た
り
の
年
間
所
得
で
は
、
二

〇
一
〇
年
の
都
市
住
民
、
農
村
住
民
は

そ
れ
ぞ
れ
三
万
一
二
〇
〇
元
、
一
万
一

四
〇
〇
元
と
全
国
平
均
の
一
万
九
一
〇

〇
元
、
五
九
〇
〇
元
よ
り
六
三
％
、
九

三
％
高
い
。
ま
た
、
平
均
値
で
は
語
れ

な
い
大
金
持
ち
の
企
業
経
営
者
や
自
営

業
者
も
温
州
に
は
数
多
く
い
る
。
現
地

調
査
の
際
、
外
国
産
の
高
級
車
が
市
内

の
あ
ち
こ
ち
で
目
に
付
く
の
は
そ
の
一

面
で
あ
ろ
う
。

　

家
庭
工
場
か
ら
出
発
し
た
温
州
市
の

民
間
企
業
だ
が
、
企
業
法
人
の
形
態
別

構
成
で
み
る
と
そ
の
特
徴
が
顕
著
に
現

れ
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
八
年
第
二

回
経
済
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ

ば
、
同
年
の
温
州
市
に
企
業

法
人
が
五
万
五
〇
〇
〇
社
余

り
あ
る
が
、
う
ち
八
割
強
も

私
営
企
業
が
占
め
る
。
こ
れ

は
全
国
よ
り
一
〇
ポ
イ
ン
ト

高
い
。
対
照
的
に
、
国
有
・

集
団
所
有
の
企
業
法
人
も
、

香
港
・
台
湾
・
マ
カ
オ
を
含

む
外
資
系
の
企
業
法
人
も
比

較
的
少
な
い
（
表
1
）。

　

表
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
第
一
回
全
国
経
済
セ
ン

サ
ス
（
〇
四
年
）
以
来
の
四

年
間
で
、
温
州
市
の
私
営
企

業
は
九
三
％
増
え
、
全
国
の

八
一
％
を
大
き
く
上
回
る
。

そ
の
他
の
企
業
お
よ
び
外
資

系
企
業
も
そ
れ
ぞ
れ
八
〇
％
、
三
〇
％

増
え
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
国
有
・
集

団
所
有
等
の
企
業
法
人
は
一
万
二
〇
〇

〇
社
減
少
し
た
（
四
割
減
）。

　

二
〇
〇
八
年
に
、
様
々
な
経
済
活
動

に
従
事
す
る
非
農
業
の
自
営
業
者
が
温

州
市
に
四
六
万
社
あ
る
。

　

他
方
、
第
二
・
三
次
産
業
企
業
法
人

の
資
産
総
額
で
み
る
と
、
私
営
企
業
は

全
体
の
三
分
の
一
程
度
に
留
ま
り
、
企

業
数
で
は
わ
ず
か
一
％
の
株
式
会
社
は

資
産
総
額
の
二
四
・
一
％
、
法
人
企
業

数
四
％
の
有
限
責
任
会
社
も
資
産
総
額

の
一
四
％
を
占
め
る
（
図
1
）。
異
な

る
企
業
形
態
の
間
に
資
産
規
模
の
格
差

が
大
き
い
。
国
有
と
外
資
系
の
割
合
を

足
し
て
も
二
割
程
度
し
か
な
い
の
も
温

州
市
な
ら
で
の
特
徴
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
二
〇
〇
八
年
企
業
法
人
投
資

総
額
の
ソ
ー
ス
別
構
成
比
を
み
る
と
、

個
人
が
七
六
％
、
国
有
が
一
二
％
、
集

団
が
四
％
、
外
資
系
が
九
％
と
、
や
は

り
個
人
に
よ
る
投
資
が
圧
倒
的
に
多
い

こ
と
が
分
か
る
。

　

要
す
る
に
、
今
日
の
温
州
経
済
は
、

私
有
制
を
ベ
ー
ス
と
し
、
大
規
模
な
株

外資系企業　5％

国有企業
15％

集団企業
1％

株式協同企業
7％

混合経営企業
0％

有限責任
会社
14％

株式会社
24％

私営企業
34％

その他企業
0％

図1　温州市第2・3次産業企業法人資産総額の内訳（2008年）

表1　温州市と全国における企業法人数・構成比の比較
企業数（万社、社） 内訳（％）

全国 温州市 全国 温州市

国有企業 14.3 685 2.9 1.2

集団企業 19.2 1,344 3.9 2.4

株式協同企業 6.4 3,797 1.3 6.8

混合経営企業 1.1 36 0.2 0.1

有限責任会社 55.1 2,274 11.1 4.1

株式会社 9.7 578 2.0 1.0

私営企業 359.6 45,666 72.5 82.4

その他企業 11.9 142 2.4 0.3

外資系企業 18.6 919 3.8 1.7

合計 495.9 55,441 100.0 100.0

（出所）2008年第2回全国経済センサスに基づいて筆者作成。

（出所）表1に同じ。
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式
会
社
を
中
核
と
し
つ
つ
、
数
多
く
の

中
小
企
業
と
自
営
業
が
そ
の
傘
下
に
参

入
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
事
業
展
開
し
支
え

合
う
よ
う
な
資
本
主
義
的
経
済
構
造
を

持
つ
よ
う
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
前
述
の

温
州
モ
デ
ル
が
発
展
的
消
滅
を
果
た
し

た
後
の
温
州
市
場
経
済
の
姿
と
い
う
こ

と
も
で
き
よ
う
。

　

私
有
制
主
体
の
温
州
経
済
は
、
全
国

経
済
の
市
場
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

む
中
、
更
な
る
進
化
を
続
け
る
一
方
、

そ
こ
に
制
度
的
慣
行
的
壁
が
立
ち
塞
が

る
側
面
も
目
立
っ
て
き
て
い
る
。

　

域
内
の
土
地
制
約
か
ら
脱
却
す
る
た

め
、多
く
の
大
手
会
社
は
本
社
を
上
海
、

杭
州
な
ど
に
移
転
し
、
珠
江
デ
ル
タ
等

で
新
た
な
投
資
を
行
い
輸
出
向
け
の
生

産
基
地
を
作
る
と
い
っ
た
経
営
戦
略
の

調
整
を
進
め
て
き
た
。
そ
し
て
、
多
く

の
私
有
制
株
式
会
社
は
ロ
ー
カ
ル
企
業

か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
ル
企
業
へ
と
躍
進
し
、

事
業
の
全
国
展
開
に
成
功
し
て
い
る
。

ま
た
、
製
品
の
特
性
に
応
じ
て
、
温
州

商
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
乗
っ
か
っ
て

販
路
を
拡
大
し
成
長
し
た
（
製
販
一
体

制
の
）
電
工
・
電
機
産
業
も
あ
れ
ば
、

市
場
ニ
ー
ズ
に
敏
感
に
反
応
し
適
切
な

対
処
法
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
各

地
の
地
元
企
業
と
協
力
し
な
が
ら
、
自

前
の
ブ
ラ
ン
ド
を
育
て
て
成
功
を
収
め

た
ア
パ
レ
ル
産
業
も
あ
る
。
激
し
い
市

場
競
争
に
高
い
適
応
能
力
を
持
つ
民
間

企
業
は
、
主
力
製
品
の
選
択
と
集
中
、

本
社
や
生
産
基
地
の
戦
略
的
配
置
調

整
、
製
品
の
特
性
に
適
し
た
製
販
体
制

の
再
構
築
な
ど
で
、
進
化
と
成
長
を
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
温
州
の
企
業
に
は
私
有

制
ゆ
え
の
悩
み
も
あ
る
。
大
手
国
有
銀

行
が
私
有
制
企
業
に
対
し
て
積
極
的
に

融
資
を
し
た
が
ら
な
い
の
は
そ
の
典
型

例
で
あ
る
。
温
州
で
は
大
企
業
に
成
長

し
た
も
の
も
含
め
、
従
来
自
己
資
金
に

頼
っ
て
経
営
活
動
を
行
う
も
の
は
多

い
。
家
族
や
知
人
の
間
で
の
資
金
の
貸

し
借
り
が
珍
し
く
な
い
。
な
か
に
は
高

金
利
の
闇
金
融
も
存
在
す
る
。
二
〇
一

一
年
に
入
っ
て
、
欧
州
・
北
米
な
ど
の

海
外
市
場
に
依
存
し
た
民
間
企
業
で

は
、
輸
出
が
不
振
に
陥
っ
た
た
め
、
資

金
繰
り
が
苦
し
く
な
り
、
高
利
貸
に
耐

え
き
れ
ず
夜
逃
げ
し
た
経
営
者
は
一
〇

〇
人
を
超
え
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

背
景
に
私
有
制
企
業
に
対
す
る
国
有
銀

行
の
差
別
的
扱
い
が
あ
り
、
金
融
シ
ス

テ
ム
が
全
体
と
し
て
機
能
不
全
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

温
州
で
は
、民
間
企
業
の
経
営
者
は
、

そ
う
し
た
制
度
的
差
別
に
対
処
す
る
た

め
、地
縁
、血
縁
、業
縁
に
頼
っ
て
様
々

な
仲
間
集
団
を
作
っ
た
り
し
て
い
る
。

現
地
調
査
で
は
、
企
業
の
経
営
者
も
地

方
政
府
の
役
人
も
度
々
「
抱
団
」
と
い

う
言
葉
を
口
に
し
、
温
州
で
見
ら
れ
る

こ
の
現
象
お
よ
び
そ
の
必
要
性
を
説

く
。
し
か
し
、「
抱
団
」
は
近
代
的
市

場
経
済
の
公
開
・
対
等
と
相
い
れ
な
い

性
質
を
有
し
、
長
い
目
で
み
れ
ば
、
温

州
経
済
の
健
全
な
発
展
に
と
っ
て
有
益

な
慣
行
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

四
．
政
府
の
な
す
べ
き
事
と
は

　

私
有
制
の
企
業
法
人
が
地
域
経
済
の

大
部
分
を
占
め
る
温
州
で
は
、
地
方
政

府
の
経
済
活
動
に
対
す
る
関
与
は
比
較

的
少
な
か
っ
た
。
温
州
モ
デ
ル
が
持
て

は
や
さ
れ
た
時
期
に
は
、
政
府
の
無
為

が
か
え
っ
て
民
間
企
業
の
成
長
と
地
域

経
済
の
活
性
化
に
寄
与
し
た
と
し
て
温

州
市
に
お
け
る
無
政
府
主
義
が
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
語
ら
れ
た
。
し
か
し
今
と

な
っ
て
は
、
数
少
な
い
国
有
企
業
を
除

け
ば
、
中
国
の
ど
の
地
域
で
も
、
ほ
と

ん
ど
の
企
業
法
人
は
私
有
制
と
株
式
制

の
性
質
を
併
せ
持
つ
近
代
的
な
組
織
形

態
を
採
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

に
併
せ
て
、
政
府
と
市
場
の
友
好
的
関

係
を
ど
の
よ
う
に
築
き
上
げ
、
政
府
の

機
能
を
い
か
に
転
換
さ
せ
る
か
に
つ
い

て
は
盛
ん
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
る
。

　

温
州
で
も
政
府
は
か
つ
て
の
無
為
主

義
を
改
め
、
民
間
企
業
の
経
済
活
動
を

側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
、
都
市
と
農
村

の
一
体
化
建
設
を
進
め
、
様
々
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
拡
大
に
力
を
入
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
そ
の
典
型
例
と
し
て

「
農
房
改
造
、
宅
地
置
換
」
と
い
う
も

の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

近
年
、
中
央
政
府
は
農
地
の
転
用
を

厳
し
く
規
制
し
て
い
る
。地
方
政
府
は
、

既
存
の
耕
地
を
工
業
団
地
の
造
成
等
に

転
用
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
、
同
じ

面
積
以
上
の
耕
地
を
他
の
方
法
で
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
。
温
州
市
で
は
、
域
内
の
土
地
不
足

を
克
服
す
べ
く
、
市
政
府
は
「
農
房
改

造
、
宅
地
置
換
」
と
い
う
新
政
を
打
ち

出
し
、
中
央
の
規
制
を
交
わ
そ
う
と
し

て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
や
り
方

で
あ
る
。
①
地
方
政
府
は
都
市
部
で
集

団
住
宅
を
建
設
し
村
民
の
都
市
移
住
を

勧
誘
す
る
、
②
村
民
の
都
市
移
住
で
空

い
た
村
の
宅
地
を
行
政
村
が
回
収
し
農

地
に
改
造
す
る
、
③
新
た
に
出
来
た
耕

地
と
引
き
換
え
に
、
地
方
政
府
は
都
市

周
辺
の
耕
地
を
工
業
団
地
の
造
成
に
転

用
す
る
、
④
国
内
外
か
ら
工
業
団
地
へ

の
投
資
を
募
る
、と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

江
蘇
省
南
部
や
浙
江
省
北
部
で
も
試

み
ら
れ
て
い
る
こ
の
や
り
方
だ
が
、
農

家
の
積
極
的
な
協
力
が
得
ら
れ
ず
、
実

態
は
政
府
の
期
待
ど
お
り
に
は
な
っ
て
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い
な
い
。
温
州
市
で
も
前
途
多
難
だ
と

見
ら
れ
て
い
る
。
政
府
が
十
分
な
資
金

力
を
も
っ
て
村
民
の
満
足
す
る
集
団
住

宅
を
提
供
で
き
な
い
た
め
だ
け
で
は
な

い
。
ほ
と
ん
ど
の
自
然
村
が
同
姓
世
帯

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
村
人
の
血
縁
関

係
は
強
い
。
村
の
中
に
先
祖
を
祭
る
祠

堂
が
あ
り
、
世
帯
ご
と
の
都
市
移
住
は

現
実
的
問
題
と
し
て
難
し
い
。

　

こ
の
一
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
温

州
市
の
地
方
政
府
で
は
自
ら
の
果
た
す

べ
き
機
能
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
十
分

に
理
解
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な

い
。
か
つ
て
の
無
為
主
義
を
是
正
し
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
結
局
、
他
の
地
方

政
府
と
同
じ
こ
と
し
か
や
れ
な
い
と
こ

ろ
に
大
き
な
限
界
が
あ
る
。
三
〇
〇
万

人
も
の
外
来
人
口
⑸

が
常
住
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
の
就
業
、
子

供
の
学
校
教
育
、
住
ま
い
、
医
療
な
ど

の
社
会
保
障
に
関
す
る
政
策
支
援
は
き

わ
め
て
不
十
分
な
ま
ま
で
あ
る
。
常
住

人
口
の
三
分
の
一
を
占
め
る
外
来
人
口

と
地
元
住
民
の
間
に
戸
籍
に
よ
る
分
断

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
制
度
改
革

で
そ
れ
を
無
く
す
努
力
も
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
い
。
こ
れ
で
は
、
温
州
の
経
済

は
今
後
も
い
く
ら
か
発
展
し
続
け
る
だ

ろ
う
が
、
自
由
で
平
等
な
市
民
社
会
は

到
来
し
な
い
だ
ろ
う
。

五
．
お
わ
り
に

　

改
革
開
放
三
〇
年
の
前
半
に
お
い

て
、
温
州
市
は
他
地
域
と
全
く
異
な
る

方
式
で
急
速
な
経
済
発
展
を
実
現
し
、

し
か
も
、
そ
の
方
式
が
後
に
他
地
域
の

発
展
方
向
を
指
し
示
す
モ
デ
ル
と
し

て
、
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
。
株
式
制

と
協
同
組
合
制
が
混
合
し
て
で
き
た
株

式
協
同
制
や
、
民
間
金
融
の
合
法
化
、

農
民
自
ら
の
投
資
に
よ
る
都
市
建
設
な

ど
一
九
八
〇
年
代
の
農
村
改
革
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
諸
制
度
改
革
は
、

す
べ
て
温
州
に
起
源
を
も
つ
も
の
で

あ
っ
た
（
参
考
文
献
①
）。

　

と
こ
ろ
が
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か

ら
の
温
州
で
は
、
企
業
も
政
府
も
全
国

の
改
革
に
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
効
果

を
示
し
た
も
の
は
皆
無
に
近
い
。
際
立

つ
の
は
悪
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
「
炒
」
ば

か
り
だ
。
余
剰
資
金
が
産
業
資
本
に
転

化
さ
れ
ず
、
不
動
産
の
転
が
し
、
さ
ら

に
株
式
等
へ
の
金
融
投
資
に
群
が
る
温

州
人
が
結
果
的
に
世
間
の
不
評
を
買
っ

て
し
ま
っ
た
の
は
否
め
な
い
事
実
で
あ

る
。

　

今
後
の
温
州
に
と
っ
て
は
、
民
間
企

業
の
健
全
な
発
展
を
妨
げ
る
制
度
的
壁

を
取
り
払
い
、
戸
籍
に
よ
る
社
会
の
分

断
を
解
消
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
政
策
課

題
で
あ
り
、
そ
れ
が
う
ま
く
実
現
で
き

れ
ば
、
温
州
は
再
び
全
国
の
よ
い
意
味

で
の
模
範
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
、
無
為
を
善
と
す
る
考

え
を
捨
て
、
政
府
の
機
能
転
換
を
前
提

と
し
た
政
府
と
市
場
の
健
全
な
関
係
の

構
築
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ヤ
ン
・
シ
ャ
ン
ピ
ン
／
同
志
社
大
学　

大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究

科　

教
授
）

《
注
》

⑴
た
と
え
ば
、
参
考
文
献
⑤
と
⑥
の
よ

う
に
、
温
州
の
経
済
発
展
や
産
業
集

積
に
関
す
る
研
究
が
数
多
く
あ
る
。

⑵「
炒
」と
い
う
中
国
語
は
あ
ま
り
ニ
ュ

ア
ン
ス
の
よ
い
も
の
で
な
く
、
資
金

力
に
も
の
を
言
わ
せ
、
価
格
が
吊
り

上
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
物
件
な
ど
を

売
り
抜
け
金
儲
け
す
る
、
と
い
う
卑

し
い
感
じ
の
強
い
言
葉
で
あ
る
。

⑶
一
九
九
三
年
と
二
〇
〇
〇
年
の
現
地

調
査
資
料
を
用
い
た
論
文
は
『
ア
ジ

ア
経
済
』な
ど
で
発
表
し
て
い
る（
参

考
文
献
①
③
④
）。

⑷
個
人
の
投
資
で
設
立
さ
れ
、
八
人
以

上
雇
っ
て
い
る
企
業
は
私
営
企
業
、

雇
用
者
七
人
以
下
は
自
営
業
（
個
体

戸
）
と
さ
れ
る
。
国
有
・
集
団
所
有

企
業
と
対
比
し
て
、
自
営
業
・
私
営

企
業
、
私
有
制
の
株
式
会
社
お
よ
び

有
限
責
任
会
社
が
併
せ
て
民
間
企
業

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
。

⑸
浙
江
省
の
他
地
域
、も
し
く
は
他
省
・

直
轄
市
・
自
治
区
か
ら
流
入
し
て
来

て
い
る
出
稼
ぎ
者
お
よ
び
そ
の
家
族

を
指
す
。
温
州
市
へ
の
戸
籍
転
入
が

認
め
ら
れ
て
い
な
い
非
戸
籍
人
口
と

も
呼
ば
れ
る
。

《
参
考
文
献
》

①
厳
善
平
﹇
一
九
九
四
﹈「
中
国
温
州

農
村
市
場
経
済
化
の
展
開
過
程
」

（『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
三
五
巻
八
号
）。

②

｜
﹇
一
九
九
七
﹈『
中
国
農
村
・

農
業
経
済
の
転
換
』
勁
草
書
房
。

③

｜
﹇
二
〇
〇
三
﹈「
温
州
民
間
企

業
の
成
長
過
程

｜
代
表
的
な
民

間
企
業
に
た
い
す
る
現
地
調
査
の
報

告
」（『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
四
四
巻
第

二
号
）。

④

｜
﹇
二
〇
〇
四
﹈「
温
州
モ
デ
ル

と
蘇
南
モ
デ
ル
」（『
三
田
学
会
雑
誌
』

第
九
六
巻
第
四
号
）。

⑤
駒
形
哲
哉
﹇
二
〇
〇
四
﹈「
温
州
モ

デ
ル
研
究
の
視
角

｜
中
国
経
済

の
体
制
移
行
に
寄
せ
て
」（『
三
田
学

会
雑
誌
』
第
九
六
巻
第
四
号
）。

⑥
丸
川
知
雄
﹇
二
〇
〇
四
﹈「
温
州
産

業
集
積
の
進
化
プ
ロ
セ
ス
」（『
三
田

学
会
雑
誌
』
第
九
六
巻
第
四
号
）。
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